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1) 暁野安太郎「初期のマルグスー唯物史観の成立過程ーJ動草書房 1956年初版 1967年 2-3
戸、三P。
また ルカー チーも その著「若者マルグス」のま支がき皆で「われわれマルクス主義者日，マル
クスが急進的青年へー ゲノレ主義から出発して弁証法的な史的唯物論を基礎づけるまで， どのよう
危遣手あゅんYのか，そしてとの発展の請段階はどのよろなものであったか， !てL、う点について
すべて， なお詳しく研究しつくしていない。J (平井俊彦訳， ミネルグ7書房， 1958年第1刷j
10刷 1ベージ)。た述へて淡野教授同樺「軒済学哲学手稿jまで参研究の対象刊 Jている e


























2) F. Eηgp.ls， Vorrerle zur engl. Ausgabe des ;， Komm. Manifestsι. 1888， Ma問 Engels
Werke (MEW). Dietz， 1959， Bd. 4， S， 581 (邦訳，大月版全集， 598へ}ジ。以下全集阪引用
括孤内は邦訳のへー ジ数を示す〉。
























マノレグスは. 1842年 1~2 月に執筆したプロイセ Yの検閲訓令に反対する論
3) 冊えば広松渉氏はj ドイツー イデオロギー での唯物史観の構想は主としてエンゲルスによるも
のと主張されている。同氏「初期ェγゲルスの思想形成JI'，Isl-?盟Jl1966年9月号b
4) F. Engels， Zur Geschlchte des Bunde氾 derKommunisten (五回leitungzuro Neuabruck 
....00 Marx'， Enthullungen uber den Kornmunisten-Prozes zu Koln (1885)). MEW， Bd. 
8， S， 58四 (568ベジ)。






















5) K_ Marx， Bemerkungen uber d日 neuestepreusische Zensurinstruktion， 1843， MEW， 
Bd. I. S. 14 (15-16ベージ〕。執筆は1842年 1月15-2月10目。
6) Ibid.. S. 15 (16ベジ〉。
7) Ib~d. ， 5， 24 (27ベーシL
8) Ibid.， S. 24 (26ペジ〉。
9) lbid.， S. 25 (27ペク)。
10) K. Marx， Debatten此 erdie Presfreiheit. 1842. MEW. Bd. L S. 42 (4Rベー ジ;。
11) lbid.， S. 47 (54ベー ジ〉。
12) lbid.， S. 55 (問へー ジ〉。
13) Ibid" S， 57 (66ペジ〉。
14) Ibii.. S. 60 (69ベーν〉。
























15) Ib'id.， S.68 (77ページ)。
16) Ibid.， S.68 (78ベージ)。
17) luid.， S.71 (81へージ)。
18) K. Marx， Der leitende Artikel in Nr. 179 der "Kolnischen Zeitung "， 1842， MEW. Bd 
I， S. 104 (lzo~~ 一三月。
19) K. Marx， Debatten uber das HOlzdiebstahlsgesetz， 1842， MEW， Bd. 1， S.117 (135-136 
ベージ)。
























20) Ibid" S. 117 (136ベージ)。
21) Ibia" S， 118 (137ページ)。
22) Ibi，d.， S. 119 (138へ←ジ)ロ
23) Ioid.， S.119 (138ベジ〕。
24) Ioid" S， 120 (139ベジ)。
25) Ioid， S.120 (140ベ←ジ)，
26) Ibid， ， 5， 121 (140ベジ)。
























27) Ibid.， S. 126 (146へー ジ)0
28) Ibid.， S. 126 (146へ←ジ)。
29) ルカチ前掲書， 36ベー ジ。
30) K. Mar丸 Rechtfertigungdes Korrespondenten von der Mosel， 1843， "MEW， Bd. I， S 
185 (214-15ベーシ)。
31) Ibid.， S.189 (218ベージ)。























32) G. W. F. Heg.e1， G州 ndlini問 derF山l050tliiede5 Re品t5，DerHn， 1821， 58. 251-252; K 
Marx. Kritik des Hegelschen Staatsrechts， MEW， Bd. 1， S.203 (233ページ)。
33) rしかし他面において国家はそれらの内在的目的であって，それの強みはそれの普週的究極目
的と諸個人¢特殊酎利誌との一体件のうちに存し，諸個人が国家にたし、して諸権利を有すると同
時に，その限りまた諸義務をも有する点に存する。J (HegeJ， a. a. 0.. S. 252.) 























34) Hegel， a a_ 0.， 5.254; K. Marx， a. a. '0.. S. 20& (235ベジ)。
35) K. Marx， a a 0.， 55. 205-206 (236ベジ)。
36) Ibid.， S， 208 (238へージ)。
37) Ibid.， S.210 (241ベージ)。
38) Ibid.， S.210 (241ベージ)。
39) Ibid.. S. 213 (244ベージ)。
40) Ibid.， S.215 (246ベジ)。




















41) lbid.， S.216 (218ベー ジ)0
42) Ibid.. S. 216 (248ベジ)。
43) Ibid.. S. 216 (218ベジ)，
44) Ib柑， S. 216 (248ページ)。
45) Ibul.， S. 216 (218ベジ〉ロ
46) Ibid.， S， 218 (250へージ)。
47) Hegel. a. a. 0" S. 276: K Marx， a. a. 0.. S. 218 (250ベーシ)。
48) K Marx， a. a. 0， S. 224 (255ベー ν)。
49) Hegel. a. a. 0.，55. 287-?fl9コチはマルグスカ叩付したもの K. Marx， a.a， 0.， S.230 (262 
へク)。
50) K. Marx. a. a， _ 0.，尽S. ~.'30-2~1 (263へージ)。
51) Ibid.. S. 231 (263ベジ〉ロ



























53) Ibid_. S_ ?，98 (335へジ〉。
54) Ibid.， S.303 (340ページ)。
55) Jbid_. S_ 303 (340ページ〕。


























56) Ibid.， S.304 (341ページ)。
57) Ib叫， 55. 304--305 (341-342へージ)。
























58) K. Marx， Bdefe aus den . Deutsch-F日 nzo'inschen Jahrb首chern."1843. MEW. Bd. r 
S. 344 (381へージ)。
59) lbid.， S.345 (382へージ)。
60) K. Marx， Zur judenfrage， MEW， Bd. I， s.3'54 (391ベージ)。
61) Ib包d，S， 369 (406ベージ)，

























62) Ibid.， S.369 (406ページ)。
63) Ibid.， S.370 (407へージ)。
64) K. Marx， Zur Krit.ik der Hegelschen Rechtsphilosop血il;l. Eillleitung， MEW. Bd. 1， S 
3田-91(427へーク)。
65) lbid.， S.390 (427ページ)。
























66) K. MitIx， KnliiSCh巴 Randglossenzu de田 Artikeleines l'reusen， MEW， Bd. 1， S.397 
(434ベージ〉。
6i) Ibid.， S8. 398-99 (435ペー ジふ
68) Ibid.， S.401 (438へジ)。
69) Ibid.， S. 402 (438ヘジ)。
70) K. Marx， Okonomisch-philosophische Manuskripte(1844)， MEW， Erganzungsband， Er坑
Teil， SS. 473-474 (大月書庖刊j マルクス ェγゲノレス選集補巻4，237-238ベジ)。






フランス大革命後， ロ'"フ'"ヱ乙ー ノーレ， ナポレオソを経て， プノレジ翠プジーが国
家を完全に支配下におさめる有様を見事に措きあげている。


























Ibia" S. 483 (向上訳書， 254ベジ〕。
K. Marx， u.F 主ngels，Die heilige Familie， 1845， MEW. Bd. 2， S.129 (127へージ)。
第5号第 102巷(400) 78 









































Ibid.. S. 131 (129へジ)。
!bid.， S， 131 (129ページ)。
73) 
74) 




















































76) K. Marx， Okonomisch-philosop"hische Manuskripte (1844)， MEW， Erganzungsband. 
Erster Teil， S.582 (大月版;マノレグス エンゲノレス選集j 補巻 4，415ページ)。
77) K. Marx， Grundrisse der Kritik der politischen凸ゐ側omie.185τ1858， Dietz Verlag. Berlin， 
1953， S.28 (高木幸二郎監訳，大月書庖版，第I分冊.29-3Dページ)。


























78) K. M日 x，Deutsche Ideologie， 1.Feuerbach， 1S45-1846， MEW， Bd. 3， 55. 37-38 (33ベ
ジ)。
79) Ib~d. ， S. 36 (32ページ)。




所有(dasanhke Gemeinde und Staatselgentum)，第三に封建的土地所有や都市の




















80) 広松捗「マルクス主義の成立過程』主誠堂 19岨年.19⑪-191ベ←ジ。広松氏は『ドイツ イ
デオロギー 』の覚書によって，第四の財産形態は近代的土地所有と産業資本であると判断してい
る。
81) K. Marx， Deutsche Ideologie， a， a， 0.， S，62 (58ベーシ)。

























82) Ibid.， S， 62 (51!へs/)。
83) νー ュン「国家と革命」第二章z 三，を事照。
84) 玄 Marx，Die morali田町田ldt:Kritik und die k:ritiere吋 eMoral， 1847，λ!'lEW， Bd. 4， S 
36 f， S.340 (354へジ以下， 357ベージ〕。
8:>) Ibid.. S. 340 (357へージ〕。






















，86) K. Malx， u， F. Engels， M.al1lfest der Kornmuni1ltischen Partei， 1848， AタEW，Bd. 4， S 
464 (477ページ)。








87) 1<， MaT][， Dcutsche Ideologie， I.Feuerbach， MEW， Bd. 3， 5S 回 70(65ペ「ジ)。


























88) lbid.， S. 35 (::nベジ〕。
89) Ibid.， S. 73 (69へ←ジ)。



























91) Ibui.， S.37 (33ページ)。
92) K. Marx， Grundrisse， S.175 (前掲訳書，第E分rm，lSGペジ)。




























94) K. Marx， Deutsche Ideologle. I. Feuerbach， MEW， Bd. 3， S.32 (28ベー ジ)ロ同 の個所
についての一つの解釈仕!重田晶一『労働疎外論と唯物史観』経済学史学生絹 『賢本論」の成
志岩世書庖 1967年 228頁1 参照。





























96) Hegel， Grundh削 ender PhilosQph~e de巧 Rechts，BeI"lin， 1821， ~ 189， 55. 194-195 




























98) ]ohn Lor-k. Tωo T:吋 atis目 ofCivil Gover刷出旬t，Book II， Chapν9; Quesnay， Le droit 
naJurel 






























のだということを，経済学は忘れているのである。」工山 Kapital，1， S， 792， (第I巻第2分冊J
997ペー ジ)。
マルクスにおける「国家と経済j (413) 91 
有を収奪する力としてはたら〈のである。暴力によってっくり出された生産関
係を前提条件として， 資本制生産は発足する。 そしてその資本制生産関係を
























102) K. Marx， Grl醐 drt"sse，55. 366-367 (前掲訳書，第四分冊， 398-39ゆベージ)。
103) Ibid， 55. 186-19⑪〔前掲訳書，第E分間}， 197-201ベージ)。
92 (414) 第 102巻第5号























104) 吉信粛 w経済学批判体系と資本論』マルクス経済学体系 r (有斐閣)， 1966，この論文では
「ぞれ自体との関保での考察Jとは 「プルジョア社会それ自体との闇揮での国家の考察」の意
味であることが論置されている。
105) K. Marx， Gl'undl'isse， 55. 28-29 (前掲訳書第I分冊 30へ ->'/)0
106) K. MUIX， G1'undrisse， 55. 5-6 (第I分冊. 1ベー ジ)。
107) lbid_. 5. 6. (第I分冊 6ベー シ)。



























108) luid.， 55. 8-9 (第I分冊， 9へジ)。















J. S ミノレについで， ケアリやウ z ーク・フィーノレドに対する批判がある。
ケアリは，圏内では「経済的調和」をとき，この調和の唯一の破壊者として刻
印をおした国家を， 国外の「経済的不調和J (先進国からの経済競争〕を緩和す
るために呼びもどそうとしている山〉。 ウェーグ・フィ ルドは， マルクスが
「要綱』のなかで近代的土地所有の概念を明確にするときに一度引用され，二
度目には『資本論』で本源的替積に関連して，彼の近代的植民論が引きあいに
109) I仇d.，55， 9-10 (第I分冊， 10ペジ)。
110) ]. S. Mill， Principles 01 Political Economy， p. 881 
「とれら(国家の経常的機能)の最初のものは!身体と所有¢保護である。 身体と所有の







111) Ibid.， p. 798 
112) K. Marx， Grundrisse， S5. 843-848 (第V分冊.955-960ベージ〉。

















113) K Marx， Das Kapital， Buch 1， MEW， Bd. 23， SS. 792-793 (第I巻第2分冊， 997-998ベ
ンー〕。







114) Ibiι S5. 789-791 (第I巻第Z分冊， 993-995ページ)。
